講義8

霊長類の健康管理と麻酔の研究

宮部貴子（人類進化モデル研究センター）　

人類進化モデル研究センターは、ヒト進化研究のモデルとなる質の高い研究用サル類を開発・育成することを目的に設置されました。研究所保有サル類の飼育管理、健康管理、自家繁殖、情報管理をおこなうとともに、飼育・繁殖や疾病、成長、生命倫理等に関する研究をおこなっています。また、サル類の各種検査、利用に関する研究支援や、はじめてサル類に接する所員のために動物福祉に配慮した扱い方についての初期講習もおこなっています。大学院教育においては「実験動物科学」を担当し、この領域からの霊長類学の新しいアプローチを開拓する研究拠点を目指しています。

　私は獣医師として研究所内のチンパンジーやサル類の病気予防、病気になった際の検査、診断、治療、検疫や病理解剖をおこないながら、麻酔をテーマとして研究をおこなっています。

霊長類を対象とした研究をおこなう際、野外においても、研究施設においても麻酔をかける機会は非常に多くあります。生態学における霊長類の捕獲、血液や脳脊髄液などのサンプル採取、形態学における体長などの綿密な測定、骨密度、体脂肪率などの計測、脳神経科学におけるMRI検査や開頭手術など、ほとんどすべての分野の研究で麻酔が必要です。霊長類を飼育管理する上でも疾病の予防、検査や治療などさまざまな場面で麻酔の必要性が生じます。このように麻酔の必要性は常に存在しましたが、麻酔自体が研究の対象となることはあまりありませんでした。しかし、麻酔科学の発展により、現在では麻酔薬、麻酔法が複雑化し、さまざまなモニター機器が導入されたことで麻酔下での生体の情報を客観的に得ることができるようになりました。適切に管理すれば、より生体に負担の少ない麻酔が可能となります。今後、ヒト以外の霊長類の麻酔について研究を重ねることで、より安全で質の高い麻酔が可能となると考えられます。質の高い麻酔をおこなうことにより、実験データの質を向上させ、研究の精度を上げることができます。さらに、麻酔による生体の全身的負担を軽減することは、実験動物福祉の観点からも、ラッセルとバーチによって1959年に提唱された３R（Replacement（代替）、Reduction（節減）、Refinement（洗練））のひとつであるRefinement（洗練：動物を扱う上での手技の向上や、より効果的な技術の開発により、動物に与える苦痛をはじめとするさまざまな負担を軽減する）と捉えることができます。

また、麻酔は薬剤によって意識を消失させるという性質から脳神経科学としても大変興味深いものです。麻酔薬によって比較的容易に可逆的に意識を消失させることができますが、そのメカニズムの全貌は未だに明らかではありません。サル類は脳神経科学研究に多く用いられていることから、その研究手法を用いて麻酔のメカニズム解明に取り組めば、大変興味深い研究となることが予想できます。麻酔のメカニズムを追及することで、「意識とはなにか」という本質的な問いに対する重要なヒントを得られるかもしれません。

今回は人類進化モデル研究センターでおこなっている霊長類の健康管理の概要を紹介し、ヒト以外の霊長類の麻酔に焦点を当て、霊長類の麻酔の実際、最近の研究の成果、そして課題と今後の展望についてお話したいと思います。

